
電気ガス代・物価高騰等のなか、パート・

アルバイト収入や低い年金額などで、生活

していくのが大変になっていることが浮き彫

りとなっています。 

また、家族の一人でも病気等になった場

合、生活していくのに困難な状況に追い込

まれる社会保障の不十分さがあります。 

そして、自己責任の考えが根強くあり、生

活保護申請へのためらいがあります。 

相談者の話を聞くことで、これまで一人

で悩み、凍りついた心を溶かすことから始

まり、相談者の困りごとの解決に弁護士や

必要 

 

一人で悩まないで 相談を 

今回は５組のうち３組が、以前こられた

方の相談でした。初めての相談から、てい

ねいに話を聞き、よりよい解決策を見い出

せるよう、継続した支援を行っています。 

このことで、実行委員会と相談者の人間

関係・信頼関係が深まりつつあります。 

 

追記 相談会に、多くの団体や個人の皆

様から支援物資が届きました。心から御礼

申し上げます。 

 

 

 

継続したつながりで、解決策

が 

 

くらし・労働なんでも相談会だより 
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3月5日、「第8回くらし・労働なんでも相

談会」を開催しました。 

当日は、５組の家族から、遺産相続・生活

保護申請・離婚調停・サラ金借入返済・生

活困窮支援など様々な相談がありました。 

弁護士の紹介や市の担当窓口への相談

に同行することとしました。 

 

 

電気ガス代・物価高騰等でパート・アルバ

イト収入や低い年金額などで生活していく

のが大変になっていることが浮き彫りとなっ 

ています。 

また、家族の一人でも病気等になった場

合、生活していくのに困難な状況に追い込

まれる社会保障の不十分さ、そして、自己

責任の考えが根強くあり、生活保護申請へ

のためらいがあります。 

相談者の話を聞くことで、これまで一人

で悩み、凍りついた心を溶かすことから始

まり、相談者の悩み、困りごとの解決に必要 

 

行政につなげ 

るために、同行 

し支援すること 

が大切です。 

また、1回だ 

けでなく、継続 

した関わりをも 

つことが必要と    ていねいに話を聞く相談員 

なっています。   

 

 

ご協力ありがとうございました。 

米・野菜・缶詰・インスタ 

ントラーメン・洗剤等は当 

日の相談者、支援の要請 

があり車のない方１５人に 

配達し、合計２０人の方 

に支援物資をとどけること  沢山の届いた支援物資 

ができました。皆さん大変喜んでおられました。 

◎次回の第9回相談会は、夏ごろ実施の 

予定です。よろしくお願いいたします。 

「くらし・労働なんでも相談会」では、相談日

に都合があってこられない方のためにいつ

でも相談・支援を行っています。 

「相談したいことがある」「食糧などの支援

がほしい」などありましたら、下記の連絡先

まで、いつでもご連絡ください。 

 ◎上壁 充 090-3983-3378 

 ◎狩野光昭 090-7564-3253 

 ◎全国一般いわき自由労組090-3780-0915 

電話は10時から16時の間でお願いします 

深刻な生活状況も解決の糸口が  支援物資も配達  

ご支援をいただいた皆様

へ 

相談・支援 いつでも連絡を 


